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第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年２月 14 日に公表いたしました第２四半期（中間期）の連結業績予想（2024

年１月１日～2024 年６月 30 日）と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

記 

１．2024年 12月期 第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績値の差異 

（2024年１月１日～2024年６月 30日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営 業 利 益 

(百万円) 

経 常 利 益 

(百万円) 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

(百万円) 

1 株当たり 

中間純利益 

(円 銭) 

前回発表予想 (A) 5,400 210 220 157 33.90 

当期第２四半期実績(B) 
(2024 年 12 月期第２四半期) 

5,079 142 168 117 25.24 

増減額(B-A) △320 △67 △51 △39  

増減率(%) △5.9% △32.2% △23.3% △25.3%  

(ご参考)前期実績 

(2023 年 12 月第２四半期) 
5,177 144 166 99 21.48 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、放送用及び通信用光端末の売上減少があったものの、前期に受注した

光化工事の進捗及び新規工事案件の受注に努め、概ね計画通りとなりました。 

利益面につきましては、トータル・インテグレーション部門で一部の大型工事案件の進捗が想

定を下回ったこと、機器インテグレーション部門で一部の大口案件において上期に納品を予定し

ていた納期が下期以降へ後ろ倒しとなったこと、材料費の上昇や円安の影響に対する価格転嫁が

当初想定通り進まなかったことにより、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益

が前回発表の業績予想を下回る結果となりました。 



３．配当予想について 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、株主に対す

る利益配分を最も重要な経営課題の一つと考え、安定的に利益の還元を行うことを基本方針とし

ております。前項に記載の通り、中間会計期間の業績予想と実績値に差異は生じましたが、前年

同期比で売上・利益ともに同水準であり、足元の受注及び受注残は堅調に推移、下期にかけて工

事及び在庫削減の進捗も回復する見込みです。これらを踏まえた今後の経営環境等を総合的に勘

案し、当期の中間配当金につきましては、2024 年７月 26 日に当初予想通り８円とすることを公

表いたしました。また、期末配当金に関しましても 2024年２月 14日に公表の通り、１株当たり

18円を予定しております。 

 

※上記予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につき

ましてはさまざまな不確定要素がございますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合

があります。 

 

以 上 


